
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１１年１２月２５日             NO,２８５ 

 

 根利川をはさんで日向 

側を「日向南郷」、日影 

側を「日影南郷」とよび、 

ほぼ同じ頃にできたと考 

えられています。 

 日影南郷は勢多郡に属 

していましたが、日向南 

郷は柿平、小松とともに 

利根郡に属していました。 

 三社神社は、日向南郷にあった諏訪社、大山祗社があり、柿

平の大山祗社と小松の熊野社が明治時代に合併し、日向南郷に

現在ある三社神社となりました。 

 市指定天然記念物の「古寺の大榧」は、日向南郷から柿平に

むかう道添いにあり、推

定樹齢４００年、樹高約

１９㍍、根本周囲約４㍍

ある大木です。 

                  寛文１２年（1672）

に沼田市の了源寺の末

寺として、光林寺が建立

されその頃植えられた

ものといわれています。 

 
こ
ん
に
ち
は
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東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
に
つ
い
て
、
野
田
首
相
が
記
者
会
見
で
原
子

炉
が
「
冷
温
停
止
状
態
」
に
達
し
、
事
故
そ
の
も
の
は
「
収
束
」
に
至
っ
た
と
宣
言
し
た
こ
と
が
、
被
災

し
た
住
民
や
関
係
者
、
専
門
家
か
ら
き
び
し
い
反
発
を
受
け
、
海
外
か
ら
も
「
危
険
か
ら
目
を
そ
ら
す
も

の
だ
」
と
批
判
の
声
が
あ
い
つ
い
で
い
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う
原
発
事
故
か
ら
９
ヶ
月
、
福
島
原
子
力
発
電
所
は
い
ま
だ
に
炉
心
の
状
態

さ
え
つ
か
め
ず
、
汚
染
水
が
漏
れ
出
す
な
ど
事
故
も
相
次
ぎ
、
避
難
し
た
住
民
は
故
郷
に
帰
る
展
望
さ
え

示
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
口
先
だ
け
で
の
「
収
束
」
宣
言
で
安
心
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

首
相
は
記
者
会
見
で
、
原
発
事
故
で
被
災
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
除
染
と
健
康
管
理
、
賠
償
に
全
力

を
あ
げ
る
と
言
い
ま
し
た
が
、
住
民
の
声
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
原
発
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
対
策
は
ど
こ
ま
で
す
す
ん
で
い
る
の
か
正
し
い
情
報
を
伝
え
、
事
故
の

原
因
究
明
と
政
府
が
原
発
か
ら
の
撤
退
を
決
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 「利根沼田生活と健康を守る会」設立総会が１４日、

利根沼田文化会館で開かれました。 

              生活困窮者にやさしい

社会保障の充実を国や

地方自治体に求めるこ

とや、仲間増やしなどの

運動方針を決め、会長に

穂苅清一氏など役員を

選出しました。 

 上川田町にある最終処分場の残容量が３，４５０ｍ
３ 

 

で、２０１３年１０月で満杯になると予想され、市では

来年４月から燃えないゴミの処理を民間委託するための

検討をはじめていることを明らかにしました。 

 ゴミの処理は、自区内処理が原則であり、ゴミの処理

ができなくなれば混乱が起こることも考えられ、責任あ

るゴミ処理の計画を早急に立てる必要があります。 

 大東議員は一般質問で、東京電力福島第１原子力発電所事故による市の

対応とその経費を東京電力に求めることや、観光業への補償請求に市とし

て援助するよう求めました。 

 市長は、「避難者受け入れに要した費用、放射線量測定器の購入費用、検

査委託費、下水道汚泥関連費用などがあり、賠償請求する方向で検討して

いる」と答えました。 

 観光業の補償請求について市長は、「市内の観 

光関係者がスムーズに請求手続きをおこなえるよう、県や福島原子力補償

相談室群馬補償センターなどと連携しながら対応 

を図っていきたい」と答えました。 

 １２月定例市議会に提出された「年金受給資格期間の１０年への短縮を

求める請願」と「0.4%の年金引き下げをもとに戻すことを求める請願」は、

民生福祉常任委員会で審議され、継続審査となりました。 

 審査では、「きびしい時代。もとに戻すことはできない」ので不採択とい

った意見や、「高齢者の生活を支える年金制度を充実させるためにも、国に

意見を上げることが必要」なので採択し意見書提出を求める意見などが出

されましたが、委員会として通常国会での動向も見ながらさらに審議をす

すめることとなり、請願は継続審査となりました。 


